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はじめに
いわゆるスナモグリ類（ghost nipper/ghost 

shrimp）の上位分類は Poore et al. (2019)により近

年大きく見直され，スナモグリ科 Callianassidae 

Dana, 1852に内包されていた複数亜科が科に昇格

した（例えば，リュウグウスナモグリ科

Eucalliacidae Manning & Felder, 1991）．現在，スナ

モグリ科は九州沿岸浅所において，ハルマンスナ

モグリ Neotrypaea harmandi (Bouvier, 1901)，ニホ

ンスナモグリNeotrypaea japonica (Ortmann, 1891)，

スナモグリ Neotrypaea petalura (Stimpson, 1860)，

およびブビエスナモグリ Paratrypaea bouvieri 

(Nobili, 1904)の 4種が分布することが知られてい

る（Sakai, 1969; 鈴木，2002；是枝，2020, 2023；

清水・是枝，2023など）．

鹿児島県北西部に位置する長島町で，2023年

5月 3日に沿岸生物調査が行われた．その結果，

長島北部に位置する北方崎港へ流入する細流の河

口域からハルマンスナモグリとブビエスナモグリ

が，三船浦へ流入する細流の河口からはハルマン

スナモグリのみが採集された．ハルマンスナモグ

リは日本国内において北海道から琉球列島に広く

分布するが（大澤ほか，2014），本種はかつてニ

ホンスナモグリの新参異名とされており

（Manning and Tamaki, 1998），両種が混同されてい

た背景がある．鹿児島県においてもニホンスナモ

グリが広く分布するとされる一方でハルマンスナ

モグリの混同も示唆されており，分布の再検討が

必要とされている（鈴木，2002）．ブビエスナモ

グリは亜熱帯性種であり，九州以北においては四

国の徳島県と高知県，宮崎県南部，熊本県天草，

および鹿児島県（上甑島・下甑島・薩摩半島西岸

～南岸・鹿児島湾）からの散発的な記録がある（清

水・是枝，2023）．本種は日本ベントス学会のレッ

ドデータブックおよび環境省の海洋生物レッドリ

スト 2017において情報不足に指定されており（大

澤，2012；環境省，2017），生息実態を把握する

知見の集積が求められていた．したがって，本研

究で得られた標本群は両種の長島における初記録

であり，これらは両種の生息状況の把握の上で有

益と考えられるため，ここに報告する．また，両

種の生鮮標本には蛍光する特徴が見られたため，

合わせて報告する．

材料と方法
採集調査は干潮時にヤビーポンプを用いて

行った．採集した標本は一度冷凍し，解凍直後に

デジタルカメラを用いて生鮮時の色彩を撮影し

た．紫外線による蛍光観察は市販のブラックライ

ト（波長 365 nm）を用いた．得られた観察標本

の大きさは甲長（CL: Carapace Length）で示し，

計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで

行った．標本は 70%エタノールで固定後，双眼

実体顕微鏡を用いて観察を行った．本研究に用い

た観察標本およびカラー写真は鹿児島大学総合研

究 博 物 館（KAUM: The Kagoshima University 

Museum）に保管されている．

鹿児島県長島で得られたハルマンスナモグリと
ブビエスナモグリおよび両種の蛍光
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結果
スナモグリ科 Callianassidae (Dana, 1852)

スナモグリ属 Neotrypaea Manning and Felder, 

1991

ハルマンスナモグリ Neotrypaea harmandi 

(Bouvier, 1901)

（Fig. 1）
観察標本　2 個体（甲長 7.7–8.2 mm）．KAUM-

AT. 3102，雌，甲長 7.7 mm，鹿児島県出水郡長島
町 平 尾　 北 方 崎 港 へ 流 入 す る 細 流 の 河 口

（32°12′35″N, 130°06′39″E），2023 年 5 月 3 日，是
枝伶旺；KAUM-AT. 3106，雄，甲長 8.2 mm，鹿
児島県出水郡長島町浦底　三船浦の湾奥へ流入す
る 細 流 の 河 口（32°12′46″N, 130°09′50″E），2023

年 5 月 3 日，是枝伶旺．
分布　 ロ シ ア と 日 本 に 分 布 し（ 大 澤 ほ か，

2014），日本国内においては北海道南部から琉球
列 島 に 生 息 す る（ 環 境 省，2007； 大 澤 ほ か，
2014）．鹿児島県においては鹿児島湾内の鹿児島
市喜入町および鹿児島湾奥（是枝，2020; Komai 

and Koreeda, 2022；是枝，2023），薩摩半島西岸
の吹上浜（大富ほか，2005），八代海沿岸の出水
市高尾野川河口および汐見町（是枝，2020）から
の記録がある．本研究により新たに長島からも本
種が記録された．

生鮮時の色彩と蛍光　生鮮時のハルマンスナ
モグリ（Fig. 1A）は地色が白色半透明の色彩を
呈する．鉗脚，頭胸甲前部，および尾節がやや黄
色味を帯びる．鉗脚は前節と前節側面の中央付近
が桃色．頭胸甲後半部から腹部前半部は，黄色や
赤色内臓が透けてみえる．しかし，暗室で紫外線
を照射すると体はわずかに青く蛍光し，生鮮時に
黄色味を帯びていた部位が黄緑，第 1–2 腹節は赤
みを帯びたピンクに蛍光した（Fig. 1B）．
同定　額角が先端のやや尖った鈍い三角，角膜

の大きさが眼柄の幅の半分以上，第 1–2 触角柄部
がほぼ等長，鉗脚が左右で不同，および大鉗脚長
節上縁に小歯をもつが，座節基部上縁にはないこ
とが Manning and Tamaki (1998) と大澤ほか（2014）
の示したハルマンスナモグリの特徴に一致し，本
種に同定された．
生息環境　長島町平尾では北方崎港へ流入する

細流の河口域に位置し，やや泥混じりの砂質から
なる小規模な前浜干潟の潮間帯～潮下帯浅所（水
深 50 cm ほど）から多数の本種が得られた（Fig. 2）．
上述の採集地より深い場所から本種は採集されな
かった．採集時における著者の観察では，内湾性

Fig. 1. Photograph of Neotrypaea harmandi (A: KAUM-AT. 
3102, female, 7.7 mm CL, B: KAUM-AT. 3102, female, 5.1 
mm CL), from Hirao, Nagashima-cho, Izumi, Kagoshima Pref., 
Japan. (A) fresh specimen; (B) fluorescent emission. Fig. 2. Collection site of Neotrypaea harmandi and Paratrypaea 

bouviei on Hirao, Nagashima-cho, Izumi, Kagoshima Pref., 
Japan. (A) a small bay with a collection site; (B) a tidal flat at 
the mouth of a small stream.
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で形態がハルマンスナモグリとよく似るニホンス
ナモグリは採集できていない（角膜が眼柄幅の半
分以上のものをハルマンスナモグリに同定した）．

長島町浦底では三船浦の湾奥へ流入する細流
の河口域に位置し，湾奥一帯に広がる砂泥質干潟
からニホンスナモグリと共に本種が採集された．
備考　ハルマンスナモグリは内湾性種のニホ

ンスナモグリとはやや異なり，外洋水の影響下に
出現する傾向が知られている（大澤ほか，2014）．
本研究における本種の採集地は長島北部に位置す
る入り組んだ湾の奥部に発達した干潟であるが，
両採集地ともに長島海峡に面しており，干満に伴
い環境水が大きく循環することで外洋水の影響を
受け，本種の生息に適する環境が形成されていた
可能性がある．

本研究ではハルマンスナモグリとブビエスナ
モグリ（後述）に紫外線による蛍光が観察された
が，地下生活を送る両種にとってこの蛍光がどの
様な役割を果たすのかは不明である．

ブ ビ エ ス ナ モ グ リ 属 Paratrypaea Komai & 

Tachikawa, 2008

ブビエスナモグリ Paratrypaea bouvieri (Nobili, 

1904)

（Figs. 3, 4）
観察標本　3 個体（甲長 4.7–6.4 mm）．KAUM-

AT. 3100，雄，甲長 6.4 mm，KAUM-AT. 3101，雌，
甲 長 4.7 mm，KAUM-AT. 3102， 雌， 甲 長 5.1 

mm，鹿児島県出水郡長島町平尾　北方崎港へ流
入 す る 細 流 の 河 口（32°12′35″N, 130°06′39″E），
2023 年 5 月 3 日，是枝伶旺．
分布　紅海を含むインド・西太平洋に分布し

（Komai and Tachikawa, 2008），国内においては小
笠原諸島（父島），徳島県，高知県，宮崎県，熊
本県，鹿児島県本土，甑島列島（上甑島・下甑島），
大隅諸島（種子島・屋久島），トカラ列島（宝島），
奄美群島（奄美大島・加計呂麻島・喜界島・徳之
島・沖永良部島・与論島），沖縄諸島（沖縄島・
阿嘉島），宮古諸島（宮古島・伊良部島・下地島），
および八重山諸島（西表島）からの記録がある．
本研究により新たに長島からも本種が記録された

（環境省，2007; Komai and Tachikawa, 2008；大澤，
2012； 邊 見・ 伊 谷，2015； 村 上 ほ か，2019; 

Komai and Koreeda, 2022；清水，2022；清水・是枝，
2023）．
生鮮時の色彩と蛍光　生鮮時のブビエスナモ

Fig. 3. Fresh specimens of Paratrypaea bouviei (A: KAUM-AT. 
3100, male, 6.4 mm CL, B: KAUM-AT. 3103, female, 5.1 mm 
CL), from Hirao, Nagashima-cho, Izumi, Kagoshima Pref., 
Japan. 

Fig. 4. Fluorescent emission of Paratrypaea bouviei (A: KAUM-
AT. 3100, male, 6.4 mm CL, B: KAUM-AT. 3101, female, 
4.7 mm CL, C: KAUM-AT. 3103, female, 5.1 mm CL) in this 
study. 
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グリ（Fig. 3）は地色が黄色味を帯びた白色半透明．
頭胸甲後半部から腹部前半部は，黄色の内臓が透
けてみえる．胸脚，頭胸甲背面正中線上付近，お
よび腹部から尾部にはピンク色の小斑が散在す
る．鰓部と腹部前方はわずかに緑みを帯びる個体
も見られた（Fig. 3A）．しかし，暗室で紫外線を
照射すると体はわずかに青く蛍光し，生鮮時にピ
ンク色の小斑が分布していた範囲を中心に黄緑，
頭胸甲前半部の側面と第 1–2 腹節が赤みを帯びた
ピンクに蛍光した（ピンクに蛍光する範囲は個体
によって変異が大きい：Fig. 4）．
同定　額角が鋭く尖る，雌雄ともに鉗脚が不

同で，雄は大鉗脚の指節に短毛が密生する，尾節
が概ね正方形で遠位縁に棘をもたない，体にピン
ク 色 の 小 斑 が 散 在 す る こ と が Komai and 

Tachikawa (2008)，Komai and Fujita (2014) および
邊見・伊谷（2015）の示したブビエスナモグリの
形態的特徴に一致し，本種に同定された．
生息環境　長島町平尾では北方崎港へ流入す

る細流の河口域に位置し，やや泥混じりの砂質か
らなる小規模な前浜干潟の潮下帯浅所（水深 30–

80 cm ほど）から多数の本種が得られた（Fig. 2）．
同所は深場ほど底質中の泥分が増す傾向が見ら
れ，本種と同時に少数のハルマンスナモグリ（上
述）とマテガイ Solen strictus Gould,1861（KAUM-

MO. 2923），およびギボシムシ類の不明種（ヨー
ド臭を放つ黄色く小さな断片が得られたのみで，
標本化できていない）が得られた．
備考　ブビエスナモグリは亜熱帯性種でありな

がらも，熊本県天草において 1963 年と 2004 年に
標本が得られており，個体群が維持されている可
能性が示されていた（邊見・伊谷，2015）．熊本県
より高緯度の高知県においても越冬および再生産
の可能性が示されていた（邊見・伊谷，2015）．鹿
児島県本土においても冬季に得られた個体や抱卵
個体を含む多数の標本が 2018 年以降継続的に採集
されており（清水・是枝，2023；是枝，未発表），
個体群が維持されている可能性が高い．本研究で
は 5 月 3 日に甲長 6 mm を超える大型個体を含む
数多くの個体が観察されており，長島町平尾にお
いて本種は越冬が可能であると考えられる．一方，

抱卵個体は得られておらず，長島において再生産
が可能であるかは不明である．

鹿児島県本土においてブビエスナモグリが採集
される地点は，鹿児島県本土に広く分布するニホ
ンスナモグリやハルマンスナモグリ（鈴木，2002；
是枝，2020, 2023）と比較するとやや限定的である

（清水・是枝，2023）．清水・是枝（2023）は原因
が不明ながらも九州以北において，ブビエスナモ
グリが潮下帯浅所かつ泥分を多く含む環境によく
出現する（泥分をあまり含まない環境では生息数
が少ない）ことを付記していた．本研究において
もこの傾向は観察され，長島町平尾では潮下帯に
おける泥混じりの底質から本種が数多く採集され
た一方，泥分の少ない潮間帯では本種が観察され
なかった．村上ほか（2019）はブビエスナモグリ
を四国（黒潮流域）の砂質干潟においてスナモグ
リ属の 2 種（ニホンスナモグリとハルマンスナモ
グリ）と共に出現する稀なスナモグリとしている．
上述の通り，少なくとも九州南部においてブビエ
スナモグリの好む環境はスナモグリ属の 2 種とは
若干異なる可能性が考えられ，四国においても好
む環境が異なる結果として，ブビエスナモグリの
出現が稀なものとなっている可能性がある．
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